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うま農業協同組合

代表理事組合長　篠原 一志

２
０
２
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
に

初
春
を
迎
え
て
い
る
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
う
ま
の
事
業
全
般
に
関
し
て
多
大
な
ご
支
援

と
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
５
月
に
元
号
が
「
平
成
」
か
ら

「
令
和
」
へ
変
わ
り
、
一
つ
の
時
代
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で
初
開
催
さ

れ
、
多
く
の
国
民
が
日
本
チ
ー
ム
の
快
進
撃
に
盛
り
上
が
っ
た
こ

と
は
記
憶
に
も
新
し
く
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
災
害
が
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
台
風
が
も

た
ら
し
た
強
風
や
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
農
林
水
産
関
係
で
も

４
，
２
０
０
億
円
を
超
え
る
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
ま

た
ま
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
大
き
な
被
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
自
然
と
の
共
存
や
農
業
経
営
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
１
年
で
し
た
。

　
一
方
、
経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
国
内
で
は
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
米
中
貿
易
摩
擦
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
等
の
影
響
か
ら
世
界
経
済
が
不
安
定
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
国
内
経
済
も
先
行
き
不
透
明
感
が
否
め
ま
せ
ん
。
１０
月

よ
り
施
行
さ
れ
た
消
費
税
１０
％
へ
の
増
税
で
は
、
景
気
へ
の
影
響

は
限
定
的
と
の
見
方
が
多
い
反
面
、
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
も

限
定
的
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
迎
え
消

費
マ
イ
ン
ド
の
上
昇
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
分
野
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
等
に
よ
る
担
い
手
不
足
か

ら
荒
廃
農
地
が
増
加
す
る
一
方
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済

連
携
協
定
）
の
発
効
に
続
き
、
米
国
と
の
二
国
間
貿
易
協
定
が
交

渉
合
意
さ
れ
る
な
ど
、
過
去
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
貿
易
の
自
由

化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
国
内
農
畜
産
物
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
る

こ
と
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
。

　
国
の
農
業
政
策
に
お
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地
解
消
を
目
的
と
し

た
「
農
地
集
積
バ
ン
ク
」
の
設
立
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
等
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
の
大
規
模
化
へ
向

け
た
政
策
が
目
立
つ
一
方
、
国
内
の
大
半
を
占
め
る
中
・
小
規
模

農
家
に
対
す
る
取
り
組
み
も
今
後
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
連
で
は
、
「
家
族
農
業
」
が
持
続
可
能
な
生

産
や
食
の
安
全
保
障
、
環
境
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
、
昨
年
２
０
１
９
年
か
ら
の
１０

年
間
を
「
家
族
農
業
の
１０
年
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
国
内
で
も

農
水
省
が
家
族
農
業
経
営
を
地
域
の
担
い
手
と
し
て
重
要
と
考

え
、
家
族
農
業
経
営
の
活
性
化
を
図
る
施
策
に
取
り
組
む
と
し
て

い
ま
す
。

　
私
ど
も
Ｊ
Ａ
う
ま
に
お
い
て
は
、
農
業
の
明
る
い
未
来
を
目
指

し
「
農
業
者
所
得
の
増
大
」
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
ま
た
「
地
域

の
活
性
化
」
を
基
本
目
標
に
自
ら
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
農
業
が
持
つ
多
面
的
な
機
能
を
重
要
視
し
、
様
々
な

現
場
で
汗
を
流
し
て
頑
張
っ
て
い
る
生
産
者
の
皆
様
の
所
得
向

上
・
生
産
拡
大
に
向
け
た
施
策
・
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
活
気

あ
る
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
で
き
ま
す

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
に
な
り
、
今
後
急
速
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
時
代
の
中
で
、
Ｊ

Ａ
う
ま
は
組
合
員
・
生
産
者
、
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
を
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ず
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ

る
組
織
と
し
て
あ
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
の
多
い

素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
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食
事
を
大
切
に
鍛
錬
を
怠
ら
ず

㈲
豊
岡
農
場
　
三
宅
東
隆
さ
ん

　
四
国
中
央
市
土
居
町
「
㈲
豊
岡
農
場
」

で
畜
産
業
を
営
む
三
宅
東
隆
さ
ん
。
同
農

場
で
専
務
取
締
役
と
し
て
養
鶏
部
門
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
１
９
６
７
年
に
三
宅
さ

ん
の
伯
父
・
武
彦
さ
ん
と
父
・
東
洋
彦
さ

ん
が
設
立
し
た
農
場
で
は
、
現
在
１４
棟
の

鶏
舎
で
採
卵
鶏
約
１５
万
羽
を
飼
育
し
て

い
ま
す
。
同
農
場
の
主
力
ブ
ラ
ン
ド
は
、

赤
玉
の
「
赤
星 

豊
受
卵
」
と
、
頬
が
こ
ぼ

れ
落
ち
る
く
ら
い
の
美
味
し
さ
が
特
徴
の

「
こ
ぼ
れ
た
ま
ご
」
。
飼
養
す
る
際
、
餌

に
は
何
種
類
も
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
配
合

し
、
鶏
が
飲
む
水
は
地
元
赤
星
山
系
の
湧

き
水
を
使
用
し
て
お
り
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を

通
し
活
性
さ
せ
る
こ
と
で
鶏
へ
の
吸
収
を

高
め
る
な
ど
、
健
康
で
丈
夫
な
鶏
を
育
成

し
て
い
ま
す
。

　
新
鮮
で
美
味
し
い
卵
を
食
卓
に
届
け

よ
う
と
日
々
試
行
錯
誤
し
努
力
す
る
三
宅

さ
ん
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
マ
ラ
ソ
ン
に

力
を
入
れ
ま
す
。
も
と
も
と
ス
キ
ー
ヤ
ー

だ
っ
た
三
宅
さ
ん
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
基

礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
つ
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
ま
し
た
。
義
父
が
山
岳
マ
ラ
ソ
ン

や
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
へ
出
場
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
４０
歳
の
頃
に
は
家
族
で
中
四
国

の
様
々
な
大
会
に
参
加
し
始
め
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
う
ち
に
マ
ラ
ソ
ン
競
技
に
魅

了
さ
れ
、
今
で
は
年
に
６
レ
ー
ス
程
の
大

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
三
宅
さ
ん
ご
家

族
に
と
っ
て
マ
ラ
ソ
ン
は
共
通
の
趣
味
と

な
り
会
話
が
増
え
た
こ
と
や
大
会
参
加
者

と
交
流
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
「
人
と

の
輪
が
広
が
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
三
宅
さ
ん
は
「
農
業
と
ス
ポ
ー
ツ
は

体
が
基
本
。
マ
ラ
ソ
ン
に
取
り
組
む
こ
と

で
体
力
向
上
に
も
繋
が
り
病
気
に
な
り

に
く
い
体
作
り
が
で
き
て
い
る
」
と
話
し

ま
す
。
ま
た
、
健
康
な
体
を
作
る
上
で
三

宅
さ
ん
が
最
も
大
切
に
す
る
の
が
「
食

事
」
。
お
米
と
卵
を
毎
日
食
べ
る
こ
と

で
、
三
宅
さ
ん
の
日
々
の
大
き
な
活
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
三
宅
さ
ん
は
、
「
マ
ラ

ソ
ン
で
は
３
時
間
を
切
る
こ
と
が
目
標
。

マ
ラ
ソ
ン
も
農
業
も
我

慢
強
く
努
力
す
る
こ

と
。
足
さ
え
止
め
な
け

れ
ば
必
ず
ゴ
ー
ル
に
た

ど
り
着
く
！
気
力
と
体

力
を
大
切
に
こ
れ
か
ら

も
会
社
を
発
展
さ
せ
た

い
」
と
力
強
く
話
し
、

真
心
こ
め
て
大
切
に
育

て
た
美
味
し
い
卵
を
、

た
く
さ
ん
の
方
に
食
べ

て
ほ
し
い
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

濃厚で新鮮な卵を味わってほしい
と話す三宅さん

里
芋
「
伊
予
美
人
」
を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
１１
月
８
日
、
四
国
中
央
市
と
連
携
し
愛

媛
県
の
ブ
ラ
ン
ド
里
芋
「
伊
予
美
人
」
を

京
都
市
の
京
都
青
果
合
同
株
式
会
社
で

市
場
関
係
者
へ
向
け
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
た
四
国
中
央

市
篠
原
実
市
長
と
Ｊ
Ａ
う
ま
特
産
部
会
宝

利
義
博
部
会
長
が
先
頭
に
立
ち
、
大
鍋
で

作
っ
た
約
３
０
０
食
分
の
い
も
炊
き
を
市

場
内
の
人
た
ち
に
振
る
舞
い
、
伊
予
美
人

の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　
試
食
を
行
っ
た
方
々
か
ら
は
、
「
ね
っ

と
り
し
て
い
て
美
味
し
い
！
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
う
ま
で
は
、
県
や
市
等
関
係
機
関

と
連
携
し
、
里
芋
「
伊
予
美
人
」
の
消
費

拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
向
け
た
様
々

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
う
ま
と
四
国
中
央
市
は
１１
月
１６
日
・
１７
日
の

２
日
間
、
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
広
場
・
伊
予
三
島
運
動
公
園

体
育
館
の
２
会
場
で
Ｊ
Ａ
う
ま
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
・

四
国
中
央
市
産
業
祭
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
市
内
各
所
か
ら
地
域
グ
ル
ー
プ
や
多

く
の
団
体
が
参
加
し
、
農
産
物
の
展
示
販
売
や
商
工

業
展
な
ど
地
元
の
産
品
を
数
多
く
出
品
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
う
ま
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
は
、
つ
き
た

て
の
お
餅
や
パ
ッ
ト
ラ
イ
ス
の
無
料
配
布
、
い
も
炊
き

販
売
等
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
は
出
来
上
が

り
と
同
時
に
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
大
盛
況
で
し
た
。
中

で
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
番
の
目
玉
、
四
国
最
大
級

（
直
径
２
メ
ー
ト
ル
）
の
大
鍋
で
、
管
内
の
特
産
品
里

芋
「
伊
予
美
人
」
を
２
０
０
キ
ロ
、
鶏
肉
６０
キ
ロ
、
だ

し
汁
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
等
豪
快
に
具
材
を
使
用
し
作

ら
れ
た
い
も
炊
き
は
、
当
日
用
意
し
た
約
１
０
０
０
食

を
両
日
と
も
１
時
間
足
ら
ず
で
完
売
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
各
展
示
出

品
者
や
四
国
中
央
市
に
貢

献
し
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆

様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

【
農
産
物
展
表
彰
者
】

（
右
か
ら
）

東
園
支
部
長
賞
　
　
　
　

石
水
　
貴
大
さ
ん

東
予
地
方
局
長
賞
　
　
　

眞
鍋
　
卓
也
さ
ん

市
議
会
議
長
賞
　
　
　
　

石
水
　
久
博
さ
ん

農
協
組
合
長
賞
　
　
　
　

眞
鍋
　
智
子
さ
ん

（
代
理
）

市
長
賞
　
　
　
　
　
　
　

尾
藤
　
秋
貞
さ
ん

（
欠
席
）

　11月17日、「相続フォーラムinグリーンフェスタ」
をJAうま総合経済センターで開催しました。将来に
備えて揉めない為の遺言書の書き方や、家族葬に関
すること等を4名の専門家がセミナー形式で話しま
した。参加した方々は、時折熱心にメモを取りながら
専門家の実例を交えた話に耳を傾けました。セミ
ナーと同時に開催された個別相談会にも多くの方々
に参加いただきました。
　JAうまではこれからも、相続・終活に関するセミ
ナーと個別相談会を定期的に開催することを予定し
ています。なお、開催場所や開催日については広報誌
及びホームページ上で随時ご案内いたします。

いも炊き大鍋

四国最大級の大鍋で作られた

いも炊きブースには

長蛇の列ができました

第 22回

第 15 回

第22回

第

JAうまグリーンフェスタJAうまグリーンフェスタ

　
Ｊ
Ａ
う

２
日
間
、

体
育
館
の

四
国
中
央

に
も
恵
ま

く
の
団
体

業
展
な
ど

　
Ｊ
Ａ
う

て
の
お
餅

販
売
等
を

り
と
同
時

で
も
、
こ

（
直
径
２

芋
「
伊
予

し
汁
３
０

ら
れ
た
い

を
両
日
と

第22回22

第15回四国中央市産業祭四国中央市産業祭四国中央市産業祭
&&

JAうまカップジュニアサッカー大会

開催
報告!
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　11月16日と17日の2日間、伊予三島運動公園グラウンドで「JAうまカップジュニアサッカー大会」を開きまし
た。今回の大会には、JAうま管内7クラブから31チームが出場しました。試合は各学年に分かれて行い、それぞれの
優勝チームと準優勝チーム、MVPの選手にはJAうま役職員から優勝カップや楯などが手渡されました。

川南フェニックス
MVP 昇 尚希君

川之江小学校 

準優勝

5年生の部

優勝
川南フェニックス
MVP 高橋 颯冴君

妻鳥小学校

4年生の部

優勝
F.C.川之江jr. A 
MVP 南 悠斗君

妻鳥小学校

3年生の部

優勝
F.C.川之江jr. A
MVP 橋村 悠正君

川之江小学校

6年生の部

優勝

F.C.川之江jr. A 準優勝 豊岡サッカースクール 準優勝 F.C.川之江jr. B 準優勝 土居サッカークラブジュニア

「パンッ‼」という音と共に
パットライスが出来ました

ジャジャうま市

みかん
ジュース

活気満載！
農産物せり市

大好評の
いも炊き

あったか荘
文化祭

磐座太鼓ショーも
行われました

四国中央市産業祭
&

1
た。た
優勝

第 24 回

日の2日間、伊予三島運動公園グラウンドで「JAうまカップジュニアサッカー大会」を開きましラウンドで「JAうまカップジュニ
は、JAうま管内7クラブから31チームが出場しました。試合は各学年に分かれて行い、それぞれのームが出場しました。試合は各学年

勝チ ムと準優勝チ ム MVPの選手にはJAうま役職員から優勝カップや楯などが手渡されましたム ま役職員から優勝カップや楯な が

行われました

11月16日と17日
。今回の大会には今回の
勝チ ムと準優勝ム

行われまし

第24回 JAうまカップジュニアサッカー大会JAうまカップジュニアサッカー大会JAうまカップジュニアサッカー大会 結果
報告

もちつき

びよ～ん
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満足度向上を目指して
スマイルサポーターロールプレイング大会

　11月19日、スマイルサポーターロールプレイング
県大会のJA内予選会を総合経済センターで行いま
した。
　この予選会には、東・中・西部各ブロックから選
抜された5名のスマイルサポーター（共済窓口担当
者）が出場し、接客マナーやラブレッツ（JA共済タ
ブレット端末）を活用した推進話法など、選手各々
日々の業務での経験や予選会に向け積み重ねた練
習の成果を発揮しました。笑顔で丁寧な説明が印
象的だった土居中
央支店の篠原浩
平さんが見事優勝
しました。篠原さ
んは、1月15日に
松山市で開催され
る県大会にJAうま
代表として出場し
ます。

　県のやまのいも生産振興協議会は11月26日から
28日までの3日間、管内3か所で山の芋「やまじ丸」
消費拡大料理講習会を開きました。同講習会には、
四国中央市食生活改善推進協議会とやまじ王生産
振興協議会員、計51名が参加しました。
　同講習会では、酢の物、クルミ白和えなど「やま
じ丸」を使った3品を作りました。中でも、すりおろし
た山の芋を使った抹茶かるかんは、抹茶の風味とも
ちっとした食感がうけ、試食した会員からも好評でし
た。講師を務めた四国中央市市民部保健推進課の
岩川江里氏は、「調理方法があまり知られていない
山の芋。今回、様々な料理を作り新たな発見があっ
たのではないでしょうか」と話してくださいました。
　また同日、料理講習会に続いて、やまじ丸生産者
の萩尾さんご夫妻の圃場であいテレビの取材が行わ
れました。この取材の内容は、12月4日のあいテレビ
「Nスタえひめ」
で放送されまし
た。

山の芋「やまじ丸」ブランド化を狙う
消費拡大料理講習会

撮影の様子

JAうま年金友の会（三島支部）
世界遺産めぐりの2日間を満喫

　11月18日・19日の二日間、年金友の会三島支部
は奈良と京都へ一泊旅行に出掛けまた。旅の一日
目は、古都奈良の文化財として世界遺産に登録さ
れている春日大社や東大寺などの観光名所を巡り
琵琶湖温泉に宿泊しました。二日目は京都御所や
嵐山を散策し鮮やかな紅葉を楽しみました。下鴨
神社では十二単の舞を見学したり、訪れた先での
秋の味覚を満喫するなど古都奈良・京都ならでは
の充実した旅となりました。

　11月21日、愛媛県立土居高等学校で里芋「伊予
美人」の収穫を行いました。
　秋晴れの中、同高校が所有する約4㌃の圃場で、
普通科アグリカルチャーコースの2年生の生徒16名と
四国中央市立小富士小学校3年生の児童20名が、管
内特産品である里芋の収穫作業を行い、高校生ら
が児童らに農業や収穫の楽しさを伝えました。鍬で
掘り起こした里芋を、みんなで親芋や子芋、孫芋に
分けながらキャリーいっぱいに収穫しました。生徒は
「普段、この年代の子供たちと一緒に作業するとい
うことがないので、とても良い経験になった」と笑顔
で話してくれました。
　同高校では、里芋の他にキウイフルーツ、ミカン、白
菜なども栽培しており、すべてアグリカルチャーコース
の生徒が管理しています。
　里芋の収穫後には、JAうま女性部らが作ったいも
炊きと同高校で収穫されたコメを使ったおにぎりが、
生徒及び関係者らに振る舞われました。お腹の空い
た児童らは「仕事をした
後のご飯は格別！！」と
言いながら郷土の味に
親しみました。

実りの秋、たくさん掘れました！
地元高校生と小学生が里芋の収穫を通して交流

J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

優勝した土居中央支店　篠原さん

収穫の様子おいし～♪

「奈良公園」で集合写真
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あったか荘三島10周年記念イベント開催！

あったか荘川之江

　JAうまデイサービスセンターあったか荘三島は
12月8日、開所10周年を記念する記念イベントを
あったか荘三島施設内で開きました。
　いわくら太鼓やヒップホップダンス、あったか荘
職員によるダンスが披露されるなど、イベントに駆
け付けてくださった方々や職員の見事な演技がイ
ベントをいっそう盛り上げました。利用者と職員ら
で行った餅つき大会では、「いち・に・いち・に」と
息の合った大きな掛け声で、利用者とスタッフらで
杵と臼を使って楽しく餅をつきました。

J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

　また、開所当初からあったか荘三島を利用してく
ださる6名の利用者の方々には、10年間の感謝を込
めて、篠原組合長より表彰状が贈られました。表彰
された利用者からは、「ずっと楽しみにしていたイ
ベント。とっても楽しく、参加できて本当に良かっ
た」と笑顔で話してくださいました。あったか荘三
島の管理者を務める川口順子さんは、「これから
20年、30年と安心して楽しくご利用いただけるよ
う、利用者のニーズに合ったサービスを職員みんな
で力を合わせて提供していきたい」と話しました。
　

10周年を記念してくす玉を
手作りしました

つきあがった餅を一口大に丸めます

はいチーズ☆

「あったか荘で様 な々サービスを利用して
いただき、これからも活き活きと元気に過
ごして頂きたい」と挨拶する篠原組合長

ヒップホップダンスの皆さん♪

オープニングで演奏を披露する
いわくら太鼓の皆さん

しこちゅーも駆けつけてくれました☆

利用者も一緒に餅つきに
参加です！

いも炊きは
利用者の方 に々好評でした

あったか荘職員によるダンスを披露

　11月20日から26日まで、観音寺の法泉寺へ
紅葉見学に出かけました。利用者は「きれいな
なあ」と大変喜ばれ、紅葉を手に取り笑顔で写
真を撮りました。昼食では
本場の讃岐うどんを美味し
くいただきました。

●紅葉見学へ

　11月15日、しまむらさんでショッピングを楽
しみました。

●ショッピング

10周年利用者表彰では、
6名の方が表彰されました
（1名欠席）
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贈
与
税
は
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で

す
。
　
贈
与
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
①
あ
げ
る
人
と
も
ら
う
人
の
間
で

合
意
が
あ
る
こ
と
、
②
も
ら
っ
た
人
が
財
産
を
自
由
に
管
理
・
使
用

で
き
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
贈
与
さ
れ
た
財
産
の
す
べ
て
に
課
税
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
贈
与

す
る
金
額
や
条
件
に
よ
っ
て
非
課
税
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
年

間
１
１
０
万
円
の
基
礎
控
除
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
例
制
度
が
存
在
し

ま
す
。
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
常
識
的
に
課
税
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。

扶
養
と
贈
与

　
課
税
さ
れ
な
い
代
表
的
な
も
の
が
、
「
扶
養
義
務
者
相
互
間
の

生
活
費
や
教
育
費
に
充
て
る
た
め
に
し
た
贈
与
」
で
す
。
具
体
的
に

は
、
親
が
子
供
の
た
め
に
仕
送
り
し
た
生
活
費
、
祖
父
母
が
支
払
っ

た
孫
の
塾
や
大
学
入
学
金
な
ど
の
教
育
費
で
す
。
他
に
も
、
香
典
や

お
祝
い
な
ど
の
冠
婚
葬
祭
費
や
お
中
元
、
離
婚
し
て
財
産
を
分
与
さ

れ
た
場
合
な
ど
で
、
社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

贈
与
し
た
つ
も
り
は
な
く
て
も
贈
与
税
が
か
か
る
「
み
な
し
贈
与
」

　
た
と
え
ば
、
お
金
の
貸
し
借
り
が
あ
り
、
「
あ
る
時
払
い
の
催
促

な
し
」
・
「
出
世
払
い
」
で
返
済
事
実
の
な
い
も
の
な
ど
は
、
お
金

を
あ
げ
た
（
贈
与
し
た
）
の
と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
親

子
や
親
族
間
で
不
動
産
を
通
常
よ
り
も
安
く
ゆ
ず
っ
た
（
低
額
譲

渡
）
場
合
な
ど
、
実
際
の
価
額
よ
り
も
安
く
譲
渡
す
る
と
「
そ
の
差

額
を
贈
与
し
た
」
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

税
金
が
か
か
る
場
合

　
贈
与
税
の
課
税
方
法
に
は
、
「
暦
年
課
税
」
と
「
相
続
時
精
算
課

税
」
の
２
つ
が
あ
り
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
「
相
続
時

精
算
課
税
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
続
税
の
税
務
調
査
で
家
族
間
の
生
前
贈
与
が
認
め
ら
れ
な
け

れ
ば
、
家
族
名
義
の
財
産
が
被
相
続
人
の
名
義
財
産
と
し
て
、
相
続

税
の
追
徴
課
税
を
受
け
ま
す
。
こ
の
事
態
を
防
ぐ
方
法
は
、
贈
与
事

実
の
証
拠
と
し
て
贈
与
契
約
書
の
作
成
と
贈
与
税
申
告
書
の
提
出

の
有
無
が
重
要
と
な
り
、
税
務
署
は
こ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
贈
与
事
実

を
ほ
と
ん
ど
認
め
ま
せ
ん
。

贈
与
と
非
課
税

JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-3827　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
現
在
、
日
本
年
金
機
構
と
企
業
年
金
連
合

会
（
旧
厚
生
年
金
基
金
連
合
会
）
と
で
平
成

二
十
六
年
三
月
以
前
に
厚
生
年
金
基
金
連
合

会
か
ら
中
途
脱
退
し
た
り
、
解
散
し
た
厚
生

年
金
基
金
の
加
入
者
に
か
か
る
年
金
資
産
と

デ
ー
タ
を
引
き
継
い
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
作
業
の
結
果
、
本
人
へ
の
照
会
が
必
要

な
方
に
つ
い
て
は
確
認
の
為
の
書
類
が
送
付

さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
ず
記
入
し
返
送
し

て
下
さ
い
。
従
前
の
厚
生
年
金
基
金
制
度
と

は
国
が
行
う
老
齢
厚
生
年
金
の
一
部
（
報
酬

比
例
部
分
）
の
支
給
を
代
行
し
、
基
本
的
に

は
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
部
分
を
上
乗
せ
し
て
支

給
す
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
運
用

面
で
う
ま
く
い
か
な
い
等
の
問
題
が
発
生
し

た
為
、
解
散
し
た
基
金
が
多
く
発
生
し
ま
し

た
。
解
散
し
た
基
金
に
つ
い
て
は
解
散
時
に

企
業
年
金
基
金
連
合
会
に
移
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
中
に
は
完
全
に
精
算
し
解
散
し
た

基
金
も
あ
り
ま
し
た
。

　
基
金
に
加
入
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
年

金
定
期
便
に
印
字
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
年
金

支
給
開
始
年
齢
に
な
っ
て
も
企
業
年
金
連
合

会
か
ら
年
金
請
求
書
が
来
な
い
場
合
は
問
い

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
厚
生
年
金
基
金
加
入
期
間
の
あ
る
方
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
」

●さといも疫病 防除対策セミナー開催！
　さといも疫病の生態や防除について理解を深める
ため、試験研究機関における最新の試験成果を紹介
します。疫病及び他の土壌病害の被害軽減に向け意
識統一をしましょう。

【日時】令和2年1月30日（木）
　　　 　9：30～12：00
【場所】土居文化会館（ユーホール）
【内容】「さといもの疫病対策について」
　　　　　宮崎県総合農業試験場
　　　　 黒木修一　特別研究員兼副部長
　　　 「愛媛県におけるさといも疫病の
　　　　　　　　　　発生状況と防除対策」
　　　　　　愛媛県病害虫防除所職員
【参加費】無料
【問い合わせ先】
　愛媛県東予地方局産業振興課
　地域農業室四国中央農業指導班
　　　　　　　　　電話：0896-23-2394
　JAうま営農指導課　電話：0896-24-2311

産直市からのお知らせ産直市からのお知らせ産直市からのお知らせ産直市からのお知らせ
★JAうま産直市 年末年始休業のご案内

★イベント開催のご案内

産直市からのお知らせ

　ジャジャうま市・おいでや市・金生ふれあい市は、
12月31日（火）から令和2年1月5日（日）まで全店
舗休業させていただきます。

★臨時休業のご案内
　ジャジャうま市は、1月21日（火）から23日（木）
までの3日間、床の塗り替え作業の為、臨時休業させ
ていただきます。
　何卒ご容赦くださいますよう、お願いいたします。

ジャジャうま市12周年祭
　1月25日（土）・26日（日）
●新居浜 村上三絃道さんの
　　　津軽三味線コンサートを開催！
　25日（土） AM10：00～より
　　　         　（花しばテントにて）
   （※雨天の場合は、総合経済センター2階にて行います）
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ダ
イ
コ
ン
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
　
と
う
立
ち
の
遅
い
品
種
を
選
ぶ

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

　
ト
ン
ネ
ル
栽
培
は
晴
天
日
に
は
気
温

が
外
気
よ
り
高
く
、
日
中
の
気
温
を
生

育
に
適
切
な
温
度
（
１５
〜
２５
度
）
に
少

し
で
も
長
く
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
２０
度
程
度
の
高
温
は
ダ
イ
コ

ン
の
と
う
立
ち
を
打
ち
消
す
働
き
（
脱

春
化
と
い
う
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
ト
ン
ネ
ル
と
マ
ル
チ
の
利
用
は

生
育
促
進
と
、
と
う
立
ち
を
回
避
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
地
で
は
、
種
ま
き
は
２
〜
３
月
、

収
穫
期
は
５
〜
６
月
と
な
り
ま
す
。

﹇
品
種
﹈「
天
宝
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
、

「
つ
や
風
」（
タ
キ
イ
種
苗
）
は
と
う
立

ち
が
遅
く
、
低
温
で
も
よ
く
太
る
肌
の

き
れ
い
な
品
種
で
す
。「
大
師
」（
タ
キ

イ
種
苗
）
は
や
や
短
根
で
す
が
、
密
植

が
で
き
ま
す
。

﹇
ト
ン
ネ
ル
の
作
り
方
﹈
支
柱
の
長
さ

は
、
床
幅
７０
〜
８０
ｃ
ｍ
で
は
、
挿
し
込
む

長
さ
を
加
え
、
２
０
０
ｃ
ｍ
程
度
の
長

さ
が
必
要
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
フ
ィ
ル
ム

は
、
支
柱
の
長
さ
と
同
じ
程
度
の
幅
を

使
い
、
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
は
、
農
ポ
リ
の

穴
開
き
で
雑
草
防
止
に
は
黒
を
選
び
ま

す
。
ト
ン
ネ
ル
の
土
台
と
な
る
支
柱
を

６０
ｃ
ｍ
間
隔
に
挿
し
、
フ
ィ
ル
ム
の
裾
は

土
で
埋
め
、
フ
ィ
ル
ム
の
上
に
押
さ
え
る

支
柱
を
挿
し
込
む
な
ど
耐
風
性
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う
（
図
１
）
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
種
ま
き
の
２
週
間
前
に

１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ

を
ま
い
て
畑
を
深
く
耕
し
て
、
土
を
細

か
く
砕
き
ま
す
。
１
週
間
前
に
化
成
肥

料
（
Ｎ

：

Ｐ

：

Ｋ
＝
１０

：

１０

：

１０
）
１
５

０
ｇ
程
度
と
完
熟
堆
肥
１
〜
２
ｋ
ｇ
を

施
用
し
ま
す
。

﹇
畝
立
て
と
種
ま
き
・
間
引
き
﹈
幅
７０
〜

８０
ｃ
ｍ
の
栽
培
床
（
ベ
ッ
ド
）
を
作
り
、

マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
を
早
め
に
張
っ
て
地
温

を
上
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
図
２
）
。
条

間
４５
ｃ
ｍ
２
条
、
株
間
２７
〜
３０

ｃ
ｍ
と
し
、
１
カ
所
４
〜
５
粒
を

ま
い
て
、
１
ｃ
ｍ
程
度
の
覆
土
を

し
ま
す
。
１
回
目
の
間
引
き
は

本
葉
１
〜
２
枚
ま
で
に
、
２
回

目
は
本
葉
４
〜
５
枚
の
頃
し
っ

か
り
し
た
株
を
１
本
に
残
し
ま

す
。

﹇
ト
ン
ネ
ル
の
換
気
方
法
﹈
日

差
し
が
強
く
な
る
と
ト
ン
ネ
ル

内
は
３０
度
を
超
え
る
た
め
、
換

気
し
ま
す
。
穴
開
き
フ
ィ
ル
ム

を
使
う
と
、
換
気
の
手
間
が
省

け
ま
す
。
穴
な
し
フ
ィ
ル
ム
で

は
裾
を
気
温
に
応
じ
て
開
閉
す

る
か
、
ま
た
は
フ
ィ
ル
ム
に
穴
を

開
け
、
次
第
に
穴
を
増
や
し
て

換
気
量
を
大
き
く
し
ま
す
（
図

３
）
。
３
〜
４
月
は
さ
ら
に
気
温

が
上
が
り
、
葉
が
茂
っ
て
ト
ン

ネ
ル
の
中
が
窮
屈
に
な
る
頃
に

は
ト
ン
ネ
ル
を
剥
ぎ
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
首
の
太
さ
が
８
ｃ
ｍ
く
ら
い
、

重
さ
１
ｋ
ｇ
ぐ
ら
い
が
収
穫
適
期
で
す
。

若
取
り
し
て
、
葉
も
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
と
う
立
ち
が
進
む
と
芯
が
堅
く

な
り
ま
す
が
、
花
茎
（
と
う
の
長
さ
）
が

１０
ｃ
ｍ
程
度
な
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

　
作
成
し
て
い
ま
す
。

産直市からのお知らせ産直市からのお知らせ

すずしろ

すずな

ごぎょう

なずな
はこべら

せり

ほとけのざ

七
草
粥
の
意
味

①
芹
（
セ
リ
）

：

　
競
り
勝
つ

②
薺
（
ナ
ズ
ナ
）

：

　
撫
で
て
汚
れ
を
除
く

③
御
形
（
ゴ
ギ
ョ
ウ
）

：

　
仏
体

④
繁
縷
（
ハ
コ
ベ
ラ
）

：

　
繁
栄
が
は
び
こ
る

⑤
仏
の
座
（
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
）

：

　
仏
の
安
座

⑥
菘
・
鈴
菜
（
ス
ズ
ナ
）

：

　
神
を
呼
ぶ
鈴

⑦
蘿
蔔
・
清
白
（
ス
ズ
シ
ロ
）：

　
汚
れ
の
な
い
清
白

　
年
明
け
の
１
月
７
日
は
別
名
『
七
日
正
月
』、『
七

日
節
句
』
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
日
の
朝
に
な
る
と

七
草
粥
を
作
っ
て
食
べ
る
風
習
が
あ
り
、
そ
の
年

の
万
病
を
避
け
ら
れ
元
気
に
過
ご
せ
る
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
七
草
粥
の
作
り
方
】

１
．
鍋
に
米
と
水
（
米
の
５
倍
以
上
）
を
入

れ
強
火
に
す
る
。
沸
騰
し
た
ら
弱
火
に

し
て
お
好
み
の
軟
ら
か
さ
に
な
る
ま
で

炊
く

２
．
七
草
を
水
で
洗
い
、
細
か
く
刻
む

３
．
お
粥
が
炊
き
上
が
る
５
分
く
ら
い
前
に

刻
ん
だ
七
草
と
塩
を
加
え
、
混
ぜ
る

旬
を
食
べ
よ
う
！

春
の
七
草
粥

春
の
七
草
の
意
味
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　JAうま女性部で活動する鈴木恭子さんは、10年程前から自身をモデル
にした絵を描き始めました。竹ペンを使って柔らかいタッチで描かれた絵
には親近感があり、好評を得ています。ハガキサイズに切った紙に納得が
いくまで何度も描き直し、野菜や果物をご近所から貰った時の喜びなど、
日常生活の中で感じた喜びや感動を文章にし、絵に書き添えます。
　鈴木さんは、描いた絵を使った料理本の作成にも取り組みます。料理レ
シピを手で書き込むなど最初はすべてが手作りでしたが、地域のパソコン
教室に通い始めたことをきっかけに、今ではパソコンを使って料理本を作
成しています。パソコンで自分が描いた絵が綺
麗にレイアウトでき完成していく料理本を目に
し、大きな喜びを実感したと鈴木さんは話しま
す。掲載する料理レシピは、地域の方々から提
供されたものや本や新聞、JAの窓口で配布し
ているレシピ等を参考に作成します。鈴木さん
が作る料理本は口コミなどで広がり、10年間
に約200冊を販売しました。「鈴木さんが描い
た絵を見るとほっこりする」など、購入された
方々には大変好評です。また、地域の文化祭に
出品していた際には、四国八十八ヶ所を巡礼し
ていたベルギー人のご夫妻の目に留まり、まっ
たく文化の違う外国人に気に入って貰えた事
に改めて大きな喜びを感じたそうです。鈴木さ
んは、「絵が完成したときが1番嬉しい。工夫す
るところを考えワクワクしながら夢中で作って
いるんよ」と完成したばかりの絵を手に取り微
笑みます。これからの目標を尋ねると、「今ま
で書いた絵で絵本を作りたい」と意気込みを
見せてくださいました。

輝く女性部輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく女性女性女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性女女女女女女女女女 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 柔らかく温かみのある絵にほっこり
鈴木恭子さん 女性部健康部会女性部健康部会

　JAうま女性部は11月22日、四国中央
市のやまじ風公園で健康部会を開きまし
た。活動テーマは、「笑顔で続けよう☆
生・食・動・減（い・しょく・どう・げん）」。
JA愛媛厚生連の後藤昌栄さんを講師
に、全身を使った体操を行いました☆

八代亜紀プレミアムコンサート

　11月6日、「JAうま年金友の会八代亜紀プレミアムコン
サート」を伊予三島運動公園体育館で開催しました。午前
の部と午後の部合わせて約2700名が来場しました。コン
サートでは、「雨の幕情」や「舟唄」など17曲を歌い、来場
客は歌声にうっとりとしていました。

東予地区JA年金友の会
グラウンドゴルフ大会　開催

　11月13日、新居浜市河川敷でJAうま・JA周桑・JA西
条・JA新居浜の4JAが合同で、「第6回　東予地区JA年
金友の会グラウンドゴルフ大会」を開催しました。
　快晴の下、合計59名が参加されました。優勝はJA周
桑の元山さんで、JAうまからの出場者の最高順位は、7
位の角川光悦さんでした。暑さも感じる気候の中、出場
者はホールインワンを連発し、元気にプレーを行ってい
ました。

金融部

女性部健康部会

八代亜紀プレミアムコンサート
東予地区JA年金友の会

グラウンドゴルフ大会　開催

合田専務と記念撮影 ナイスショットの掛け声が響きます
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郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

63円分の切手を
はってください

①
元
日
の
寺
社
が
混
雑
す
る
理
由

②
霊
峰
も
銀
峰
も
こ
れ
で
す

③
バ
イ
オ
リ
ン
や
ビ
オ
ラ
よ
り
大
き
な
弦
楽

器
④
魚
偏
に
里
と
書
く
魚

⑤
破
（
わ
）
れ
鍋
に
お
似
合
い
で
す

⑧
一
│
│
二
タ
カ
三
ナ
ス
ビ

⑩
擦
り
む
い
た
膝
や
あ
か
ぎ
れ
に
塗
り
ま
す

⑫
浅
草
寺
の
表
参
道
に
あ
る
│
│
商
店
街

⑬
今
よ
り
前
の
時
点

⑮
て
こ
の
│
│
を
利
用
し
て
重
い
物
を
動
か

　
し
た

⑰
グ
ー
と
パ
ー
で
は
パ
ー
の
方

⑱
英
語
で
は
k
i
n
g
と
言
い
ま
す

①
「
生
麦
生
米
生
卵
」
と
か
「
東
京
特
許
許

可
局
」
と
か

⑥
夫
の
配
偶
者
で
す

⑦
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
の
こ
と

⑧
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ
て
「
極
楽
、
極
楽
〜
」

⑨
剣
や
弓
矢
、
大
砲
な
ど
の
こ
と

⑪
首
の
後
ろ
側
の
部
分

⑬
│
│
を
の
ん
で
な
り
ゆ
き
を
見
守
っ
た

⑭
刑
事
を
意
味
す
る
俗
語

⑮
お
酒
は
飲
め
な
い
体
質
で
す

⑯
こ
た
つ
に
似
合
う
果
物

⑱
♂
の
記
号
で
表
す
こ
と
も

⑲
だ
て
巻
き
、
数
の
子
、
黒
豆
な
ど
を
重
箱

に
詰
め
て
用
意
し
ま
す

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
1
月
27
日
（
月
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
D
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募73通）
こがらし

11月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

1月号
クロスワード解答
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※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください

女性部健康部会



１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、63円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

プリエール通信

第8回理事会 令和元年11月28日（木）

大口貸出案件の承認について

次世代ファーマーサポート事業追加計画に

ついて

第1号議案

第2号議案

令和元年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

伊予三島税務署からのお知らせ

税務署の確定申告会場は、
令和2年2月17日（月）開設！

【開設期間】
○　令和2年2月17日（月）から3月16日（月）までの平日。

　※　上記の期間より前は、確定申告会場を設置して
おりませんのでご注意ください。ただし、作成済み
の申告書等の提出は受け付けております。

【受付時間等】
○　午前8時30分から午後4時まで（相談開始は午前9
時から。）。
　　ただし、会場の混雑状況により、午後4時前であっ
ても受付を終了させていただく場合があります。

「医療費控除の明細書」を添付してください！
○　平成29年分の確定申告から、医療費控除を受けら
れる場合には、医療費領収書の提示・提出が不要とな
り、代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要と
なりました。
　※１　医療費領収書は自宅で5年間保存し、税務署か

ら求められたときは、提示又は提出しなければな
りません。

　※２　令和元年分までの確定申告では、これまでどお
り医療費の領収書を提出することも可能です。

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

会員募集中
事前相談受付中

ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつでも承っております。
色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご相談下さい。

台風19号災害義援 合計 140,261円集まりました
※この義援金は日本赤十字に送金いたしました。皆様の温かいご支援誠にありがとうございました。
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　11月30日プリエール川之江会館において毎年恒例の人形供
養祭、会館内覧会を実施いたしました。27日よりお人形受付を開
始し、集まったお人形を式場に並べさせていただきましたが過去最
高の数のお人形が集まったように思います。集まったお人形は常
福寺ご住職により丁重に供養させていただきました。
　また、新しく導入した家族葬祭壇は大変好評でした。卵のつか
み取りやフラワーアレンジメントも大変喜んでいただきました。今
回のイベントに足を運んでいただき、本当にありがとうございまし
た。今後ともプリエールをよろしくお願いいたします。

≪お詫び≫
ビンゴゲームにご参加いただいた方々に、お渡しした「里芋
うどん」の賞味期限に誤印字がありましたことをお詫び申し
上げます。正確な賞味期限は令和元年12月21日でした。
ご心配をおかけしましたこと大変申し訳ございませんでした。



☆
脳
ト
レ
と
し
て
ク
イ
ズ
と
ま
ち
が
い

さ
が
し
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
を
見
て
、
３
ヶ
月
に
な
る
ひ

孫
を
思
い
出
し
思
わ
ず
に
っ
こ
り
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　（
あ
じ
さ
い
さ
ん
）

【
編
】
ひ
孫
さ
ん
は
、
男
の
子
で
し
ょ
う

か
？
女
の
子
で
し
ょ
う
か
？
う
ま
キ
ッ
ズ

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
ね

☆
柿
が
お
い
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。１１

月
下
旬
の
柿
は
と
て
も
甘
く
て
つ
い
つ

い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。子
供
の
頃

は
、
よ
く
柿
の
木
に
登
っ
て
皮
の
ま
ま
食

べ
て
い
ま
し
た
。

　（
Ｔ
・
Ｔ
さ
ん
）

【
編
】
私
も
柿
大
好
き
で
す
♪
柿
が
産
直

市
に
並
び
始
め
る
と
、
つ
い
つ
い
た
く
さ

ん
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。干
し
柿
に
あ
た

ご
柿
に
・
・
・
。

☆
今
年
は
野
菜
作
り
が
大
変
で
し
た
。雨

が
少
な
く
て
水
や
り
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、２１
種
類
作
っ
て
い
ま
す
。

（
72
さ
ん
）

【
編
】
２１
種
類
も
作
ら
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
！
ど
ん
な
野
菜
を
作
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
野
菜
作
り
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
美
味
し
い
野
菜
を
こ
れ
か
ら
も

作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
つ
ぐ
ね
芋
特
集
で
近
所
の
人
が
出
て

い
て
ビ
ッ
ク
リ
。熱
心
に
作
ら
れ
て
い
る

か
ら
感
心
し
ま
す
。好
き
で
楽
し
ん
で
い

る
の
が
凄
い
。私
も
来
年
、
挑
戦
し
て
み

よ
う
か
と
主
人
と
話
し
て
い
ま
す
。講
習

も
受
け
頑
張
り
ま
す
。里
芋
も
上
手
に
作

れ
な
い
け
ど
大
丈
夫
か
な
ぁ
？
心
配
で

す
。難
し
そ
う
だ
か
ら
。

（
Ｎ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】
萩
尾
さ
ん
は
と
て
も
気
さ
く
な
方

で
、
山
の
芋
栽
培
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。き
め
細
か
い
舌
触
り
が
特
徴

の
山
の
芋
は
色
々
な
料
理
に
大
活
躍
の

「まちがいさがし」答え ： 3 …………煙突から煙が上がっている　　5 …………ボールの位置が違う　　6 ………両手を上げている
　　　　　　　　　　    10 …………犬の尾の長さが違う　　12 …………レモンがミカンに替わっている

食
材
で
す
。１
月
に
経
済
セ
ン
タ
ー
で
新

規
栽
培
講
習
も
開
い
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

☆
短
歌
で
、小
田
和
子
さ
ん
の
句
が
し
み

じ
み
と
身
に
し
み
ま
し
た
。実
家
に
障
子

は
あ
れ
ど
張
り
か
え
る
主
も
な
く
な
り

さ
み
し
い
限
り
の
空
き
家
と
な
り
ま
し

た
。正
月
前
に
家
族
全
員
が
一
緒
に
し
て

い
た
こ
と
、
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し

た
。

（
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】
皆
さ
ん
と
て
も
お
上
手
で
詠
む
と

風
景
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。ぜ
ひ
、
投
句

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
♪

☆
今
、
花
作
り
や
野
菜
作
り
に
こ
っ
て
い

ま
す
。フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

オ
ク
ラ
と
植
え
て
い
ま
す
が
た
く
さ
ん

な
っ
て
い
ま
す
。オ
ク
ラ
は
去
年
の
種
を

と
っ
て
植
え
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
芽

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。ト
マ
ト
は
た
く
さ

ん
実
が
つ
き
少
し
ず
つ
赤
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。花
は
毎
年
世
話
を
し
て
咲

か
せ
て
い
ま
す
。花
を
店
で
は
買
わ
ず
自

分
で
育
て
た
花
や
野
菜
を
楽
し
ん
で
眺

め
て
い
ま
す
。

（
の
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

【
編
】
野
菜
や
花
の
成
長
が
こ
れ
か
ら
楽

し
み
で
す
ね
。お
便
り
お
待
ち
し
て
ま
す

ね
♪

☆
嫁
い
で
か
ら
お
味
噌
作
り
の
手
伝
い

が
始
ま
り
、義
母
の
後
で
混
ぜ
込
み
の
時

だ
け
主
に
な
っ
て
い
た
が
、今
で
は
・・・
。

買
っ
て
も
良
い
の
に
、
時
期
が
来
る
と
気

に
な
り
ま
す
。主
人
と
二
人
三
脚

で
作
業
し
ま
す
。い
つ
ま
で
続
く

か
な
！
？

（
Ｙ
・
Ｆ
さ
ん
）

【
編
】
旦
那
様
と
何
か
を
作
る
と

い
う
こ
と
は
、
と
て
も
素
敵
な
こ

と
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
も
お
体
に

気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
！

☆
寒
く
な
り
好
物
の
さ
つ
ま
芋

が
お
い
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。先
日
、
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
市
に

行
く
と
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の

さ
つ
ま
芋
が
並
ん
で
い
て
び
っ
く
り
‼

紅
は
る
か
、
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
、
鳴
門
金

時
、安
納
芋
・
・
・
な
ど
。お
気
に
入
り
の

お
芋
を
購
入
し
、
さ
っ
そ
く
焼
き
芋
に
。

ね
っ
と
り
甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
〜
。

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】冬
に
な
れ
ば
、
あ
つ
あ
つ
の
焼
き
芋

が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。ね
っ
と
り
と
甘

い
焼
き
芋
。体
が
温
ま
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
う
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
も
し
く
は
、
本
誌
Ｐ
14
の
お
便

り
投
稿
は
が
き
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

金
木
犀
中
天
は
雲
一
つ
無
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
小
川
水
や
草
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

秋
風
を
袂
に
入
れ
て
帰
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

刈
り
あ
と
の
落
穂
に
群
れ
る
稲
雀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

今
あ
り
し
も
の
見
失
ふ
秋
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

宇
宙
に
つ
つ
ま
れ
一
員
天
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
真
理
子

展
望
台
旋
回
し
て
は
鷹
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
寿
子

磯
の
灯
に
北
国
の
友
恋
し
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

新
緑
も
紅
葉
も
過
ぎ
落
ち
て
ゆ
く
自
然
と
共
に
自
分
を
重
ね
し

石
村
　
幸
子

出
勤
も
嫌
に
な
る
よ
な
冬
の
朝
風
の
中
へ
と
自
転
車
を
漕
ぐ小

田
　
慶
喜

前
衛
の
絵
画
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
き
っ
と
作
者
は
特
殊
な
目
持
つ

小
田
　
和
子

真
珠
の
雫
令
和
へ
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
淳
子

痛
い
と
こ
増
え
る
そ
れ
で
も
生
き
て
や
る
　
　
　
　
　
　
宗
景
マ
リ
子

や
さ
し
さ
の
代
名
詞
で
す
冬
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
内
せ
つ
子

う
や
む
や
な
返
事
ま
あ
る
く
受
け
と
め
る
　
　
　
　
　
　
星
野
美
根
子

過
ぎ
去
っ
た
祭
り
太
鼓
を
耳
が
追
う
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
佳
子

雨
音
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
今
日
良
き
日
　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
房
子

孫
自
慢
か
わ
い
い
と
だ
け
言
う
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
敏

旅
立
ち
に
化
粧
は
薄
く
紅
は
濃
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
敏
数

誉
め
上
手
言
葉
の
深
さ
今
わ
か
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
井
こ
ず
ゑ

美
味
し
い
と
妻
の
料
理
を
今
日
も
誉
め
　
　
　
　
　
　
　
福
田
誠
太
郎

（
Ｙ

－

３
さ
ん
）

（
食
欲
の
秋
さ
ん
）

（
Ｒ
・
Ｔ
さ
ん
）

（
Ａ
・
Ｏ
さ
ん
）
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特集1　新年のご挨拶
特集2　第22回グリーンフェスタ＆

第15回四国中央市産業祭開催報告
●編集・発行／四国中央市中之庄町1684番地4　JAうま総合企画部ふれあい課「JAうま」広報委員会

　私は高校1年の後半まで、正直農林業に興味がありませんで
した。むしろ自分には向いてないのではと思っていました。勉
強が苦手で、体を動かす時間が多いという理由でアグリカル
チャーコースを選びました。
　実際に授業を受けてみると色々な作業や管理が新鮮で、と
ても楽しくなってきました。栽培するだけでなく実際に食べて
みたり自分たちが作ったトマト等を販売し皆さんに喜んでもら
うことで、とてもやりがいがあり嬉しくなりました。
　アグリカルチャーコースでは、農作物を題材にした様々な交
流会を行っていて、私も近所の保育園児と一緒にサトイモ交
流会や田植え交流会を体験しました。教えることはとても難し
かったですが、子どもたちが楽しく活発に活動し、帰りに「楽し
かった、ありがとう！」と言ってくれたのがとても感動的でした。
　それらのことを体験するにつれて、農林業の道に進みたい
と思うようになりました。
　将来は地元で農業関連の仕事に就き、生産や交流を通して
農業の素晴らしさ、食の大切さを皆さんに知ってもらえるよう
な活動を地道にしていきたいです！

農林業関係の仕事に
　　　　　　就きたい！

土居高校　普通科 アグリカルチャーコース専攻生

佐々木 美都 さん

日月 火  水 木 金 土
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1 月の予定 ※12月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～正午）

年金 本店 年金 中曽根支店

年金 川之江中央支店

年金 川下支店

年金 関川支店

元旦

成人の日

年金 松柏支店

年金 寒川支店

年金 金生支店

年金 豊岡支店

さといも疫病
防除対策セミナー

ジャジャうま市12周年祭イベント

産直市 休業

ジャジャうま市 臨時休業

よしと


